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菊池節子 議員

古川静子 議員

建
設
不
況
の
打
開
策
と

し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
を

重
伝
建
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
た
場
合
の

式
典
は

67

老朽化が著しい北学校給食センター

　　　　真壁町が６月29日に

「重要伝統的建造物群保存地区」
に選定されました

県内初

　昭和 50年の文化財保護法の改正によって伝統的建造物群保存地区の

制度が発足し、城下町、宿場町、門前町などの保存が図られるように

なりました。桜川市真壁町は既にこの伝統的建造物群保存地区に選定

されておりましたが、６月 29日にさらに重要伝統的建造物群保存地区

に選定されま

した。

　これは全国

では87番目、

関東では４番

目、茨城県で

は初めてのも

ので、まちづ

くりに対する

市民の皆さん

の地道な活動

が実を結んだ

ものです。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

今
で
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

住
宅
の
改
善
と
同
時
に
中
小
企
業
の
仕
事

起
こ
し
に
つ
な
が
り
、
少
な
い
予
算
で
大

き
な
経
済
効
果
を
生
ん
で
い
る
。
秋
田
県

は
県
レ
ベ
ル
で
実
施
し
て
い
る
。

建
設
部
長　

市
の
建
築
物
の
着
工

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
県
内

で
は
古
河
市
を
は
じ
め
九
自
治
体
で
着
手

し
て
い
ま
す
。
財
政
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

検
討
し
た
上
で
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い

き
た
い
。

市
の
借
地
料
の
負
担
は
年
間
約
一
億
円

整
理
と
見
直
し
を

市
の
借
地
料
負
担
は
年
九
、
五
四

九
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
市
営
住

宅
の
多
く
は
借
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
居
住
者
が
い
な
い
市
営
住
宅
で

は
、
空
家
の
借
地
料
を
払
っ
て
い
る
現
状

も
生
ま
れ
て
お
り
、
不
要
な
土
地
は
返
還

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
借
地
料
の
単
価

の
格
差
も
目
立
つ
。
見
直
し
を
し
て
も
ら

い
た
い
。

過
日
、
桜
川
市
真
壁
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
を
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
す
る
旨
、
文
化

庁
に
答
申
し
た
と
の
報
告
を
受
け
た
が
、

市
の
役
割
は
。
ま
た
、
選
定
さ
れ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
式
典
が
開
か
れ
る
の
か
。

教
育
次
長　

市
と
し
て
は
、
保
存

計
画
に
基
づ
い
た
各
種
事
業
を
進

め
る
た
め
に
制
度
の
周
知
を
図
り
、
保
存

団
体
の
組
織
化
や
個
人
が
行
う
修
理
・
修

景
事
業
に
対
し
指
導
や
助
言
を
行
う
こ

と
、
税
制
優
遇
措
置
を
生
か
し
た
支
援
措

置
等
が
役
割
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
に
つ
い
て
は
正
式
決

定
を
受
け
て
か
ら
、
関
係
者
の
方
々
を
招

待
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

桃
山
中
学
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

桃
山
中
学
校
跡
地
は
ど
の
よ
う
に

利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
集
え
る
よ
う

な
公
園
に
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

桃
山
中
学
校
跡
地
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
憩
い
の

場
と
な
る
よ
う
議
員
各
位
や
市
民
の
皆
さ

総
務
部
長　

借
地
に
至
る
経
緯
は

合
併
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
の
で
、

検
討
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
早
急
な

建
て
直
し
を

北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化

が
著
し
い
。
早
急
な
建
て
直
し
を

望
む
。

市
長　

建
設
財
源
に
は
合
併
特
例

債
の
活
用
も
含
め
、
検
討
委
員
会

を
つ
く
り
審
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ん
の
考
え
等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
整
備
を
し
て
い
く
の
が
よ
ろ
し
い
か

と
思
い
ま
す
。

桜
川
市
北
部
協
議
会
の
設
立
か
ら

現
在
ま
で
の
概
要
は
。

経
済
部
長　

平
成
二
十
年
度
国
の

補
助
事
業
﹁
ふ
る
さ
と
地
域
力
発

掘
支
援
モ
デ
ル
事
業
﹂
の
指
定
を
受
け
、

組
織
構
成
は
大
泉
地
域
住
民
の
方
々
と
桜

川
市
の
関
係
機
関
で
す
。

　

大
泉
地
内
の
丘
陵
畑
地
帯
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
は
景
観
保
全
地
域
と
し
て
、
ま
た
、
地

元
産
品
を
販
売
す
る
直
売
所
を
建
設
い
た

し
ま
し
た
。

国
の
補
助
金
が
な
く
な
り
、
平
成

二
十
一
年
度
七
〇
〇
万
円
、
平
成

二
十
二
年
度
三
〇
〇
万
円
の
助
成
は
、
一

般
財
源
の
予
算
の
中
で
突
出
し
て
い
る

が
、
販
売
手
数
料
は
一
五
％
か
ら
考
え
て

も
月
五
〇
〇
万
円
く
ら
い
売
り
上
げ
な
け

れ
ば
大
変
な
の
で
は
な
い
か
。

経
済
部
長　

景
観
作
物
シ
バ
ザ
ク

ラ
と
、
も
う
一
方
で
は
耕
作
放
棄

地
に
な
ら
な
い
よ
う
作
物
生
産
し
て
直
売

所
で
販
売
し
、
地
域
が
潤
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
経
済
部
、
教

育
委
員
会
も
参
画
し
た
の
で
協
力
し
て
い

き
た
い
。

岩
瀬
駅
前
整
備
事
業
に
問
題
点
は

岩
瀬
駅
前
整
備
事
業
に
問
題
点
は

な
い
か
。
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
は

草
ぼ
う
ぼ
う
、
駐
輪
所
は
駅
前
の
区
長
が

整
理
し
て
い
る
。
委
託
料
を
計
上
し
て
ほ

し
い
。

　

シ
ェ
ル
タ
ー
は
三
〇
〇
万
円
く
ら
い
で

上
が
る
。
物
品
売
買
契
約
書
に
問
題
が
あ

る
。
精
査
し
た
の
か
。

建
設
部
長　

駅
前
の
植
栽
計
画
は

関
係
課
と
協
議
し
て
い
る
最
中
で

す
。

副
市
長　

シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
何
社
か
見
積
り
を
取
り
、
一

番
安
い
と
こ
ろ
に
発
注
し
た
の
で
、
ま
あ

適
正
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
見
積
書

も
見
て
い
ま
す
。

川那子秀雄 議員

桜
川
市
北
部
協
議
会

の
設
立
と
概
要
は

全国市議会議長会表彰
　全国市議会議長会から 1名の議

員に対し、市議会議員として永年

市政の振興に努められた功績に対

して、表彰状が授与されました。

仙波信綱

茨城県市議会議長会表彰
　茨城県市議会議長会から５名の

議員に対し、地方自治の伸長発展

及び市政の向上振興に貢献した功

績に対して、表彰状が授与されま

した。

仙波信綱、横田　衛、萩原　實、

川那子秀雄、高田重雄

桃山中学校跡地の利活用は

重伝建選定を祝う記念式典

地域活性化により開設地域活性化により開設
された農産物直売所された農産物直売所

（大泉地区）（大泉地区）

桃山中学校跡地


